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名城大学外国語学部の宮下大夢准教授（国際協力論・平和学）とゼミ学生は 11 月 28 日（土）、「名城

大学難民映画祭 2026」を開催します。本イベントは一般の方の参加も可能です。ぜひ、取材にもお越し
ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
【ポイント】 
・宮下ゼミは、2024年度から外国語学部の公開講座として「名城大学難民映画祭」を開催。今回は、ロ
ヒンギャ難民を題材とした話題作『LOST LAND／ロストランド』を上映。 

・当日、バングラデシュの難民キャンプで活動する「認定 NPO 法人世界の医療団」の中嶋秀昭氏とオンラ
インでつなぎ、現地の最新支援状況を報告。 

・上映作品の藤元明緒監督を招き、トークセッションを実施。学生、教職員、地域の方々が難民の理解を
深め、平和や多文化共生について考える機会を提供。 

11/28「名城大学難民映画祭 2026」を開催 
ロヒンギャ難民を題材とした話題作『LOST LAND／ロストランド』を上映 

バングラデシュの難民キャンプから LIVEレポートと、 
藤元明緒監督とのトークセッションを実施 
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【上映作品】 
『LOST LAND／ロストランド』 脚本・監督・編集：藤元明緒  
世界三大映画祭の一つである第82回ベネチア国際映画祭オリゾンティ部門にて日本人監督初の審査員
特別賞をはじめ、各国の映画祭で続々と受賞を重ねる本作。“世界で最も迫害されている民族の一つ”と
いわれるロヒンギャ難民たちが、総勢 200 名出演する長編映画は世界初。故郷を追われた実際の当事
者である彼らの声と眼差しは、演技未経験ながらも、映画の世界に圧倒的なリアリティと強度を与えて
いる。 
監督・脚本を務めるのは、移民の物語を描いた『僕の帰る場所』(2017) 、『海辺の彼女たち』(2020)で、
大島渚賞や新藤兼人賞を受賞し、国内外で注目を集める藤元明緒。実話をもとに、息を呑むような容赦
のない現実と幻想的な表現が入り混じる世界観の中、難民たちが辿る旅路を映し出す。そして、予告編
のナレーションは本作に感銘を受けた俳優の河合優実が務めた。 

 
【作品紹介サイト】 

https://www.lostland-movie.com/ 

日時・場所 

11月 28日（土） 
受  付：13：00～13：30 
イベント：13：30～16：20 
名城大学天白キャンパス 名城ホール（名古屋市天白区塩釜口一丁目 501番地） 

定員 
80名（一般参加可／参加無料／事前申込制・先着順） 
参加申し込み URL： https://forms.gle/yTAXZT4GGX3W6j4L7 

プログラム 

・開会挨拶：宮下ゼミ学生 
・現地報告：認定 NPO 法人世界の医療団 中嶋秀昭氏（コックスバザールからオンライン中
継） 

・映画『LOST LAND／ロストランド』あらすじ紹介：宮下ゼミ学生 
・映画上映（約 100分） 
・藤元明緒監督ご挨拶 
・トークセッション：藤元監督 × 宮下ゼミ学生・宮下大夢准教授 
・講演：宮下准教授 
・閉会挨拶：宮下ゼミ学生 

取材要領 

腕章着用でお願いします。取材していただける場合は、 
11 月 27 日（金）15：00 までに koho@ccml.meijo-u.ac.jp へメールでお知らせくださ
い。メールのタイトルは「難民映画祭／社名」とし、本文には、①部署名 ②担当者名 
③電話番号 ④参加人数 をご明記ください。 
＊会場へは公共交通機関をご利用の上お越しください。 

問い合わせ先 外国語学部 宮下大夢 miyah@meijo-u.ac.jp 

https://www.lostland-movie.com/
https://forms.gle/yTAXZT4GGX3W6j4L7

